
Theme：これからの鉄道沿線における持続可能なまちづくりを考える
with/after コロナのニューノーマル時代を迎えての戦略

持続可能な街づくりへ向けて
～ミカン下北の取り組みについて～

京王電鉄株式会社
開発事業本部 開発推進部

開発担当 菊池祥子





過去の街づくり

今求められる街づくり（街との関わり方）

何もなかった場所に新しい街をつくる（住宅開発、駅ビル、利便施設等）

①その街の良さを残しながら、新しい視点と刺激を取り入れる
②新たな移動・行動の創出、複層的な結びつきを生み出す
③一企業の視点でなく、街の魅力・価値を最大化する

街づくりは鉄道会社の原点、普遍の使命



「街への期待を上げる」

ユーザー側
（住民、ワーカー、学生など）

プレイヤー側
（街で事業を展開する企業や個人）

魅力的な街を消費する 魅力的な街を創造する

- 需給双方に対する期待を上げ、街を魅力的にするうねりを生み出す -

行政

地元

これからの沿線事業開発のミッション

街や沿線ファンを増やし、マーケットと不動産価値を成⾧させる

魅力的な街を創造するプレイヤーを集めるためには…

活力のある
プレイヤーの発掘

街の多様性を生む
コワーキング

ベンチャー企業を
サポートする

アクセラレーター

街の賑わいを
地域と共に作る
街づくりイベント

etc・・・

「素早く」、「持続的に」、「独創的なアイディアをもって」取り組むために外部パートナーとの協業が不可欠

行政や金融機関等
との連携による
起業家支援



プロジェクトコンセプト

■開業日：2022年3月30日（水）

■施設運営：京王電鉄株式会社

■設計・施工：京王建設株式会社

■開発プロデュース：株式会社ビルダーズ

■建築・環境デザイン：株式会社ドラフト

■SYCLプロデュース・運営：株式会社ヒトカラメディア

■PR・コミュニケーションデザイン：株式会社コネル



A街区 B街区 C街区 D街区 E街区

建築
面積 約1,200㎡ 約560㎡ 約180㎡ 約180㎡ 約300㎡

延床
面積 約2,800㎡ 約1,200㎡ 約580㎡ 約250㎡ 約480㎡

規模 地上5階建 地上5階建 地上2階建 地上2階建 地上2階建

用途 店舗
オフィス

店舗
オフィス
駐輪場

駐輪場 店舗 店舗

ミカン下北 施設概要

街と融合した、ウォーカブルな回遊性を創出



ミカン下北の開発で大切にしたこと

１）街や街にいるプレイヤーとの「関わりしろ」をつくる

開業をピークとせず、テナントや街の人々との「関わりしろ」や一緒に取り組む「伸びしろ」を

作る仕掛けを継続的に行っていく。

“常に未完成である”という
下北沢の普遍的な魅力

まずは小さなことから…

街の魅力

変化し続ける下北沢の“真価”

「販促」ではなく「活動」
あえて、年間販促スケジュールは立てず、ミカン下北テナントと月１で「作戦会議」。
ボトムアップで、“こんなことやってみたい”“他の店舗とコラボしたい”など
アイディアを出し合い、実現に向けて活動しています。

「未完成」の状態から、一緒に「完成」へ
施設の中に“余白”をつくり、開業後にアートイベントとして
一緒に創り上げていくことを検討中。



下北沢に新たな魅力的なプレイヤーを集めるハブとしての「働く」機能。
プレイヤー同士のつながりやコトの創出を支援する場。

ミカン下北の開発で大切にしたこと
２）街で活動する・したいプレイヤーを集める （partner：ヒトカラメディア）



東京都実験区下北沢

「実験」を切り口に、下北沢で起こる様々な挑戦に密着し、取材を通じて新たな挑戦や
プレイヤーとの繋がりを生むためのオウンドメディア

３）街で活動しているプレイヤーの発掘と「挑戦」「実験」の発信 （partner：コネル）



ミカン下北を通じて起こしたいこと

街や地域に事業領域を広げ、魅力的なパートナーと共創していく生態系をつくる

コトを実装していく【プログラム】

「実験」を切り口に、地域との
繋がりを生む【メディア】

「働く」を起点とした
コミュニティ創出の【場】

下北妄想会議etc・・・ etc・・・ etc・・・

企画・参加

etc・・・

この街で生まれる実験・挑戦・プロジェクト

取材・関係構築

実装

企画・参加

入居

記事化
企画・参加実験・挑戦

街とのつながり

etc・・・


